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ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
や
ヨ

ー
ヨ
ー
釣
り
、
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
あ

り
。
☎
０
７
９
１
・
４３
・

９
３
０
５
。

　
▼
…
「
被
爆
者
の
苦
し

み
を
自
分
の
こ
と
と
し

て
」
＝
非
核
平
和
展
が
開

か
れ
た
中
広
の
赤
穂
市
立

図
書
館
で
３
日
、
終
戦
８０

年
記
念
事
業
と
し
て
被
爆

二
世
に
よ
る
講
話
会
が
あ

り
、
長
崎
で
母
と
親
族
が

被
爆
し
た
沖
西
慶
子
さ
ん
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4
年
に
一
度「
Ｗ
ゲ
ー
ム
ズ
」

77
度
目
の
日
本
代
表

度
目
の
日
本
代
表

前
回
女
王
の
福
島
友
佳
子
さ
ん

団
子
汁
で
平
和
か
み
し
め
る

感
謝
と
反
省
の
つ
ど
い

終
戦
記
念
日
に
大
津
・
妙
典
寺

　
今
月
７
日
に
中
国
・
成

都
で
開
幕
し
た
非
五
輪
競

技
種
目
の
国
際
総
合
競
技

大
会
「
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム

ズ
」
に
若
草
町
の
福
島
友

佳
子
さ
ん（
５５
）＝
パ
ワ
ー

ハ
ウ
ス
赤
穂
＝
が
パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
女
子
日
本

代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

前
回
の
ア
メ
リ
カ
大
会
で

悲
願
の
初
優
勝
を
遂
げ
、

日
本
人
女
性
初
の
金
メ
ダ

ル
に
輝
い
た
。

　
バ
ー
ベ
ル
３
種
目
の
合

計
重
量
を
競
う
競
技
。
福

島
さ
ん
は
昨
年
１１
月
に
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
で
あ
っ
た
世

界
選
手
権
女
子
４７
㌔
級
で

２
年
ぶ
り
８
度
目
の
優
勝

を
果
た
し
、
男
女
の
全
階

級
を
通
じ
て
最
年
長
優
勝

記
録
を
更
新
し
た
。

　
４
年
に
一
度
の
ワ
ー
ル

ド
ゲ
ー
ム
ズ
は
世
界
選
手

権
よ
り
も
階
級
が
少
な

く
、
福
島
さ
ん
は
一
つ
上

の
５２
㌔
級
の
選
手
た
ち
と

ラ
イ
ト
ウ
エ
イ
ト
級
（
８

月
１６
日
）
で
競
う
こ
と
に

な
る
。
セ
コ
ン
ド
を
務
め

る
夫
の
和
文
さ
ん（
５９
）に

よ
れ
ば
、
前
回
大
会
で
福

島
さ
ん
に
敗
れ
た
若
手
選

手
が
雪
辱
を
狙
っ
て
力
を

つ
け
て
い
る
と
い
う
。

　
「
若
手
が
伸
び
て
き
て

い
る
の
で
、
胸
を
借
り
る

つ
も
り
で
少
し
で
も
良
い

戦
い
を
し
た
い
」
と
福
島

さ
ん
。「
ベ
テ
ラ
ン
ら
し

く
、
や
れ
る
こ
と
を
や
っ

て
い
く
」
と
気
負
い
は
な

い
。
そ
れ
で
も
、
先
月
東

京
で
行
わ
れ
た
日
本
代
表

選
手
壮
行
会
で
他
競
技
の

代
表
選
手
た
ち
か
ら
刺
激

を
受
け
て
気
持
ち
を
新
た

に
で
き
た
と
い
う
。

　
通
算
７
度
目
と
な
る
ワ

ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
出
場
回

数
は
男
女
全
競
技
を
通
じ

て
日
本
選
手
団
最
多
。
レ

ジ
ェ
ン
ド
の
戦
い
ぶ
り
に

注
目
が
集
ま
る
。（
写
真

は
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

女
子
日
本
代
表
と
し
て
ワ

ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
に
出
場

す
る
福
島
友
佳
子
さ
ん
と

セ
コ
ン
ド
の
和
文
さ
ん
）

　 　

　 　

　 　

福
浦
の
産
廃
処
分
場
計
画

「
ば
ら
積
み
」搬
入
追
加

処
分
品
目
に「
汚
泥
」も

　
福
浦
の
自
社
採
石
場
跡

地
で
管
理
型
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
の
建
設
を
計

画
し
て
い
る
兵
庫
奥
栄
建

設（
神
戸
市
灘
区
）が
事
業

計
画
を
一
部
変
更
し
、
す

べ
て
袋
詰
め
で
持
ち
込
む

と
し
て
い
た
廃
棄
物
（
燃

え
殻
、ば
い
じ
ん
）の
搬
入

方
法
に「
ば
ら
積
み
」方
式

を
加
え
た
こ
と
が
同
社
へ

の
取
材
で
わ
か
っ
た
。
同

社
は
「
説
明
会
を
開
き
、

理
解
を
得
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

　
従
来
の
事
業
計
画
で

は
、廃
棄
物
は「
フ
レ
コ
ン

パ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
運

搬
用
の
袋
に
詰
め
た
状
態

で
海
上
輸
送
す
る
プ
ラ
ン

と
し
て
い
た
。
同
社
に
よ

れ
ば
、
実
際
の
産
廃
輸
送

に
お
い
て
、「
袋
詰
め
よ
り

も
、
船
に
直
接
廃
棄
物
を

積
ん
で
運
ぶ
『
ば
ら
積

み
』
の
方
が
多
い
」
こ
と

か
ら
計
画
を
変
更
。
ま

た
、
搬
入
さ
れ
た
焼
却
灰

を
水
処
理
す
る
工
程
で
発

生
す
る
汚
泥
を
埋
立
処
分

で
き
る
よ
う
、
処
分
場
の

処
分
許
可
品
目
に
「
汚

泥
」
を
追
加
す
る
変
更
も

加
え
た
。

　
同
社
は
赤
穂
民
報
の
取

材
に
「
船
か
ら
陸
揚
げ
す

る
と
き
は
周
囲
を
囲
っ
た

上
で
散
水
し
、
粉
じ
ん
が

飛
散
し
て
い
な
い
か
測
定

器
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
。
基
準
値
を
超
え
れ

ば
、
た
だ
ち
に
作
業
を
停

止
す
る
」
な
ど
と
説
明
。

「
環
境
に
配
慮
し
て
事
業

を
進
め
て
い
く
。
理
解
を

得
る
た
め
の
努
力
を
惜
し

ま
な
い
」
と
話
し
た
。

　
同
社
は
県
条
例
に
基
づ

き
、
変
更
を
反
映
し
た
事

業
計
画
書
を
福
浦
の
同
社

広
陽
工
場
事
務
所
（
福
浦

字
大
谷
３
８
１
５
、
☎
４３

・
０
６
２
２
）
で
８
月
１３

日
〜
９
月
１７
日
に
縦
覧
。

８
月
２２
日（
金
）午
後
７
時

〜
９
時
半
、
２３
日（
土
）午

前
９
時
半
〜
１１
時
半
に
、

い
ず
れ
も
中
広
の
赤
穂
化

成
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
小

ホ
ー
ル
で
事
業
説
明
会
を

開
き
、
９
月
３０
日
ま
で
意

見
書
を
受
け
付
け
る
。

　
食
糧
難
だ
っ
た
戦
時
中

の
食
事
を
象
徴
す
る
団
子

汁
を
食
べ
て
平
和
の
あ
り

が
た
さ
を
か
み
し
め
る

「
感
謝
と
反
省
の
つ
ど
い
」

が
終
戦
記
念
日
の
８
月
１５

日（
金
）、
大
津
の
妙
典
寺

（
井
本
学
修
住
職
）
で
行

わ
れ
る
。雨
天
決
行
。

　
１
９
８
２
年
に
先
々
代

住
職
が
始
め
た
同
寺
の
恒

例
行
事
。
小
麦
粉
を
こ
ね

た
団
子
と
輪
切
り
の
サ
ツ

マ
イ
モ
を
だ
し
汁
で
ゆ

で
、
参
拝
者
に
無
料
で
提

供
す
る
。

　
井
本
住
職
は
「
戦
後
８０

年
を
迎
え
、
次
第
に
戦
争

を
知
ら
な
い
世
代
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
今
あ
る

『
い
の
ち
』
に
感
謝
し
、

『
い
の
ち
』
の
尊
さ
を
し

っ
か
り
と
次
世
代
へ
語
り

継
い
で
ゆ
き
た
い
」
と
来

場
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
団
子
汁
の
提
供
は
午
前

１１
時
か
ら
。
同
１１
時
５０
分

か
ら
戦
没
者
慰
霊
法
要
。

戦
争
と
平
和
を
テ
ー
マ
に

公
募
し
た
書
写
・
書
道
展

は
約
４
０
０
点
の
作
品
が

並
ぶ
。
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー

（
午
前
１１
時
１５
分
と
午
後

０
時
４０
分
の
２
回
）、
キ

（
６０
）＝
広
島
市
＝
が
母
や

被
爆
者
か
ら
伝
承
し
た
戦

時
体
験
を
語
っ
た
。

　
１
９
４
５
年
８
月
９

日
、
沖
西
さ
ん
の
母
・
素

子
さ
ん
（
当
時
１０
歳
）
は

長
崎
で
被
爆
。
１７
歳
だ
っ

た
同
居
の
い
と
こ
が
命
を

落
と
し
た
。
沖
西
さ
ん
は

２
０
０
８
年
に
自
身
に
発

症
し
た
甲
状
腺
が
ん
と
母

の
被
爆
に
因
果
関
係
が
あ

る
の
か
ど
う
か
確
か
め
よ

う
と
原
爆
に
関
す
る
学
び

を
続
け
、
１３
年
か
ら
広
島

市
の「
被
爆
体
験
伝
承
者
」

事
業
に
参
加
。広
島
の
被

爆
者
で
、
妹
を
失
っ
た
細

川
浩
史
さ
ん
の
体
験
談
を

受
け
継
い
だ
。
現
在
は
広

島
市
被
爆
体
験
伝
承
者
、

長
崎
市
家
族
証
言
者
と
し

て
原
爆
と
戦
争
の
悲
惨

さ
、
平
和
の
大
切
さ
を
説

く
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
講
話
で
沖
西
さ
ん
は
、

細
川
さ
ん
や
素
子
さ
ん
か

ら
聴
き
取
っ
た
被
爆
当
時

の
体
験
談
を
落
ち
着
い
た

口
調
で
語
っ
た
。
１３
歳
で

亡
く
な
っ
た
細
川
さ
ん
の

妹
・
瑤
子
さ
ん
が
書
い
た

日
記
を
朗
読
し
、
原
爆
が

投
下
さ
れ
る
ま
で
家
族
仲

良
く
生
活
し
て
い
た
様
子

を
紹
介
。「
原
爆
は
何
十

万
人
も
の
夢
も
希
望
も
将

来
も
全
部
断
ち
切
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
」
と
大
勢
の

市
民
の
暮
ら
し
を
奪
っ
た

核
兵
器
の
残
虐
さ
を
強
調

し
た
。

　
ま
た
、
３７
万
２
２
６
４

人
い
た
被
爆
者
が
今
年
３

月
末
時
点
で
９
万
９
１
３

０
人
ま
で
減
少
し
た
こ
と

を
挙
げ
、「
被
爆
者
か
ら

直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
ま

す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
今
日
こ
こ
に
い
る

み
な
さ
ん
一
人
一
人
が
過

去
の
歴
史
を
勉
強
し
て
、

原
爆
の
悲
惨
さ
と
今
で
も

続
い
て
い
る
被
爆
者
の
苦

し
み
を
自
分
の
こ
と
と
し

て
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
平
和
と
命
は
何
も
の

に
も
変
え
ら
れ
な
い
大
切

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
」と
訴
え
た
。（
写
真
は

「
被
爆
者
の
苦
し
み
を
自

分
の
こ
と
と
し
て
考
え

て
」
と
呼
び
掛
け
た
広
島

市
被
爆
体
験
伝
承
者
の
沖

西
慶
子
さ
ん
）
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関
西
電
力
赤
穂
発
電
所

38
年
に
及
ぶ

運
転
を
終
了

　
関
西
電
力
は
７
月
３１

日
、
赤
穂
発
電
所
の
運
転

を
終
了
。
１
９
８
７
年
の

稼
働
開
始
か
ら
約
３８
年
に

わ
た
っ
た
発
電
の
役
目
を

終
え
た
。

　
運
転
終
了
に
際
し
て
、

赤
穂
発
電
所
長
が
所
員
と

協
力
会
社
従
業
員
を
前
に

感
謝
と
労
い
の
挨
拶
を
行

っ
た
。
赤
穂
発
電
所
に
よ

る
と
、
今
後
は
危
険
物
を

除
去
し
た
上
で
設
備
の
解

体
撤
去
を
行
う
。
現
在
勤

務
し
て
い
る
従
業
員
は
段

階
的
に
他
の
事
業
所
へ
異

動
し
て
人
員
規
模
を
縮
小

し
て
い
く
。

　
跡
地
利
用
に
つ
い
て
同

社
は
、
政
府
が
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
を
目
指
す

２
０
５
０
年
の
稼
働
を
目

途
に
「
長
期
的
な
視
点

で
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
電
源

と
し
て
の
活
用
を
検
討
し

て
い
く
」
と
し
て
お
り
、

水
素
発
電
や
二
酸
化
炭
素

を
回
収
し
て
地
中
深
く
に

貯
留
す
る
「
Ｃ
Ｃ
Ｓ
」
な

ど
を
選
択
肢
に
考
え
て
い

る
と
み
ら
れ
る
が
、
具
体

的
な
計
画
は
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
。

　
同
社
は
昨
年
１０
月
、

「
設
備
高
経
年
化
に
加

え
、
稼
働
状
況
等
の
事
業

環
境
変
化
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
当
該
発
電
設
備
の

維
持
が
難
し
い
」
と
し
て

赤
穂
発
電
所
を
２
０
２
５

年
７
月
末
で
廃
止
す
る
と

発
表
し
て
い
た
。
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市
民
ガ
イ
ド

採
、
草
刈
り
な
ど
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。「
御
庭
番
」
御
崎
☎

０
９
０
・
９
０
９
２
・
３

２
７
６
（
大
前
）

　
▼
大
津
「
大
口
ぶ
ど
う

畑
」
よ
り
＝
藤
稔
、
安
芸

ク
イ
ー
ン
、
ス
イ
ホ
ウ
。

旬
彩
蔵
へ
出
荷
中
。
直
売

所
（
大
津
奥
、
安
養
寺

東
）
午
前
８
時
〜
１１
時
。

１０
日
は
休
業
。
ご
注
文

可
、
配
達
可
、
地
方
発
送

可
。
不
定
休
。
☎
０
９
０

・
５
２
５
０
・
７
４
２
２

　
▼
「
ラ
・
セ
ー
ヌ
洋
菓

子
店
」
＝
８
月
９
日（
土
）

か
ら
１６
日（
土
）ま
で
、も

も
タ
ル
ト
、も
も
ロ
ー
ル
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の

タ
ル
ト
、各
１
６
０
０
円

で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

品
切
れ
の
場
合
は
お
ゆ
る

し
く
だ
さ
い
。
８
月
１０
日

は
休
業
し
ま
す
。
営
業
９

時
半
〜
１７
時
。
商
議
所
北

☎
４２
・
２
２
９
６

　
▼
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
本

社
配
送
ロ
ー
リ
ー
運
転
手

／
７
～
１７
時
の
間
で
８
時

間
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤

務
。
危
険
物
乙
４
免
許
必

須
・
大
型
免
許
優
遇
。給
与

２３
万
円
～
（
年
齢
経
験
に

よ
る
昇
給
・
賞
与
あ
り
）。

委
細
面
談
に
て
決
定
。

「
前
田
石
油
㈱
」中
広
１
７

９
の
６
☎
４３
・
２
６
８
８

　
▼
急
募
。
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
事
務
員
＝
８
時
〜

１７
時
の
間
で
５
〜
８
時
間

働
け
る
方
。
事
務
経
験
者

歓
迎
。社
員
登
用
あ
り
。詳

細
は
面
談
に
て
。
時
給
１

０
５
２
円
〜
。「
㈲
小
林

石
油
」新
田
七
軒
家
☎
４２

・
０
３
２
１
（
西
岡
）

　
▼
「
ホ
テ
ル
山
長
」
＝

フ
ロ
ン
ト
業
務
。
パ
ソ
コ

ン
が
出
来
る
人
。
男
性

可
。
週
３
〜
４
回
の
シ
フ

ト
制
。
１６
時
か
ら
３
〜
４

時
間
（
変
動
あ
り
）。
時

給
１
２
０
０
円
〜
１
４
７

５
円
。
加
里
屋
お
城
通
り

☎
４２
・
２
３
５
４

　

休
日
急
患
診
療
医

　
▽
１０
日
＝
赤
穂
記
念
病

院
加
里
屋
診
療
所
（
加
里

屋
２
０
０
９
の
１
）
☎
４３

・
２
７
１
７
▽
１１
日
＝
シ

オ
ヤ
外
科
胃
腸
内
科
（
新

田
５６
の
１
）
☎
４３
・
４
７

１
２
▽
１７
日
＝
澤
田
医
院

（
坂
越
２
１
９
１
）
☎
４８

・
８
１
４
９

　
▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　
▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　
▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　
▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３
　

　
▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
坂
元
鈑
金
塗
装
」

細
野
町
☎
４３
・
９
０
１
０

　
▼
ふ
す
ま
、
障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。「
大

崎
表
具
店
」浜
市
、櫂
の
家

向
か
い
☎
４８
・
７
２
５
４

　
▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
○
３０
分
２
５

０
０
円
○
４５
分
３
０
０
０

円
○
６０
分
３
５
０
０
円
○

８０
分
４
０
０
０
円
。診
療

時
間
１０
時
～
１８
時（
要
予

約
）。休
診
日（
金
曜
日
）。

は
り
・
指
圧
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

「
新
田
治
療
院
」鷏
和
☎
４３

・
７
６
４
８

　
▼
「
く
ら
電
」
＝
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
へ
の
取
替
で
国

か
ら
補
助
金
が
も
ら
え
ま

す
。
予
算
上
限
に
達
し
次

第
補
助
金
は
終
了
致
し
ま

す
。
補
助
対
象
機
種
や
お

見
積
り
等
お
問
合
せ
は
お

早
目
に
当
店
に
お
願
い
致

し
ま
す
。
日
曜
定
休
日
。

朝
日
町
☎
２５
・
１
３
８
１

　
▼
古
物
高
価
買
取
＝
空

き
家
、倉
庫
の
残
置
物
、終

活
買
取
し
ま
す
。骨
董
品
、

古
道
具
、古
家
具
、中
古
食

器
、贈
答
品
、ご
み
処
分
前

に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。ご

み
処
分
費
軽
減
出
来
ま

す
。見
積
も
り
無
料
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越
☎
０
９
０
・

１
２
４
０
・
７
４
６
１

　
▼
防
草
シ
ー
ト
施
工
承

り
ま
す
＝
伸
び
放
題
の
空

き
地
や
庭
な
ど
防
草
シ
ー

ト
を
貼
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
庭
木
の
剪
定
、
伐

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

県
に
続
き
地
区
大
会
も
制
す

3
年
連
続
で
全
中
柔
道

学
芸
館
清
秀
の
北
山
暖
さ
ん

陸
上
男
子
１
５
０
０
㍍

全
中
総
体
へ
初
出
場

赤
穂
３
年
の
内
田
大
二
朗
君

　
今
月
３
日
に
広
島
市
で

行
わ
れ
た
柔
道
の
中
国
中

学
校
選
手
権
で
砂
子
の
北

山
暖は

る

さ
ん（
１４
）＝
岡
山
学

芸
館
清
秀
３
年
＝
が
女
子

４４
㌔
級
で
初
優
勝
。
３
連

覇
し
た
７
月
の
岡
山
県
大

会
に
続
い
て
頂
点
に
立
っ

た
。

　
し
っ
か
り
相
手
を
組
み

止
め
て
か
ら
多
彩
な
攻
め

を
繰
り
出
す
オ
ー
ル
ラ
ウ

ン
ダ
ー
。
県
大
会
は
得
意

の
背
負
い
投
げ
か
ら
の
寝

技
や
「
ラ
イ
バ
ル
対
策
で

準
備
し
て
き
た
」
と
い
う

小
内
巻
込
も
決
め
て
全
試

合
一
本
勝
ち
。
そ
の
勢
い

の
ま
ま
中
国
大
会
も
制
し

た
。

　
全
国
総
体
（
８
月
１９
〜

２２
日
、
福
岡
市
）
の
出
場

は
３
年
連
続
。
過
去
２
年

は
い
ず
れ
も
３
回
戦
（
ベ

ス
ト
１６
）
で
敗
退
し
て
お

り
、「
今
年
は
こ
れ
ま
で

の
成
績
を
超
え
て
、
応
援

し
て
く
れ
る
み
な
さ
ん
の

期
待
に
応
え
た
い
」
と
８

強
以
上
を
目
指
す
。（
写
真

は
岡
山
県
と
中
国
地
区
の

選
手
権
を
優
勝
し
、
３
年

連
続
出
場
と
な
る
全
中
総

体
へ
臨
む
北
山
暖
さ
ん
）

　
８
月
１７
日
に
沖
縄
県
那

覇
市
で
開
幕
す
る
全
国
中

学
総
体
の
陸
上
男
子
１
５

０
０
㍍
に
赤
穂
３
年
の
内

田
大お

お

二じ

朗ろ
う

君（
１５
）が
初
出

場
す
る
。

　
背
筋
の
伸
び
た
フ
ォ
ー

ム
で
６
月
の
県
通
信
大
会

で
４
分
５
秒
７６
を
マ
ー

ク
。
自
己
記
録
を
４
秒
以

上
短
縮
し
、
全
中
総
体
の

参
加
標
準
記
録
（
４
分
８

秒
００
）
を
大
き
く
ク
リ
ア

し
た
。

　
「
最
後
ま
で
あ
き
ら
め

な
い
走
り
が
特
長
」
と
足

立
遼
顧
問（
２５
）。
同
校
に

よ
る
と
、
男
子
１
５
０
０

㍍
で
の
全
中
出
場
は
学
校

初
だ
と
い
う
。
内
田
君
は

「
標
準
記
録
を
突
破
で
き

た
と
き
は
、や
っ
た
と
思

っ
た
。全
中
で
も
粘
り
強

く
走
っ
て
決
勝
に
残
り
た

い
。
大
会
を
楽
し
み
た

い
」
と
抱
負
を
話
し
た
。

（
写
真
は
陸
上
男
子
１
５

０
０
㍍
で
全
中
総
体
に
出

場
す
る
内
田
大
二
朗
君
）

　
▼
…
伝
統
行
事
の
伝
承

願
い
絵
馬
奉
納
＝
祭
礼
行

事
「
坂
越
の
船
祭
」
が
国

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
坂
越
の

大
避
神
社
に
、
同
祭
礼
を

描
い
た
絵
馬
が
奉
納
さ
れ

た
。

　
奉
納
し
た
の
は
、
京
都

市
北
区
の
京
都
大
学
医
学

部
１
年
、
小
賀
美み

花か

里り

さ

ん（
１９
）。
同
神
社
の
近
く

に
実
家
が
あ
る
祖
父
の
紀

明
さ
ん（
８５
）は
１４
年
前
、

父
の
徹
さ
ん（
５５
）は
昨
年

に
そ
れ
ぞ
れ
同
神
社
に
絵

馬
を
奉
納
し
て
お
り
、
紀

明
さ
ん
の
勧
め
も
あ
っ
て

３
代
続
け
て
の
奉
納
と
な

っ
た
。

　
御
旅
所
が
あ
る
生
島
へ

隊
列
に
な
っ
た
和
船
が
海

上
巡
航
す
る
光
景
を
描
い

た
構
図
。
相
生
市
若
狭
野

町
入
野
の
絵
師
、
舟
丘
恵

凡
さ
ん（
７４
）が
描
い
た
。

昨
年
、
生
島
が
国
天
然
記

念
物
指
定
１
０
０
周
年
を

迎
え
た
こ
と
も
記
念
し
て

奉
納
。
幼
い
頃
に
祭
礼
を

見
物
し
た
と
い
う
美
花
里

さ
ん
は
「
大
好
き
な
坂
越

の
伝
統
文
化
が
後
世
ま
で

伝
承
さ
れ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
」
と
話
し
た
。（
写

真
は
国
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
「
坂
越
の
船
祭
」
を

描
い
た
絵
馬
を
奉
納
し
た

小
賀
美
花
里
さ
ん
）
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